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９月定例会

平成 28 年度決算額

決算審査特別委員会

付託案件審査報告

請願・発議

一般質問（８議員）

所管事務調査報告 

一部事務組合報告

（仮）地域交流会館等建設調査特別委員会・全員協議会

インタビュー「この人にお聞きしました」／編集後記 

▲ 今日は 1 日がんばったね（竹の友幼児園運動会）
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第116号



区　　分

下 水 道 事 業

集落排水事業

国民健康保険

後期高齢者医療

訪問看護事業

介　護　保　険

科　　　目

歳入

歳入合計

決算額
前年度決算
との比較

町民１人
あたり

町　　　　　　　　税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄　　　附　　　金

繰　　　入　　　金

繰　　　越　　　金

諸　　　収　　　入

町　　　　　　　　債

1,128,542

72,592

1,124

3,438

2,006

186,503

20,968

12,747

4,284

1,670,473

1,492

63,622

15,061

357,018

276,890

11,567

12,512

14,234

144,352

272,206

204,579

4,476,210

△ 1,855

△ 854

△ 1,040

△ 2,754

△ 3,410

△ 23,542

188

254

14

△ 60,205

△ 177

△ 3,888

△ 559

△ 23,043

15,343

5,833

8,347

3,838

13,224

52,816

△ 16,711

△ 38,181

93,507

6,015

93

285

166

15,453

1,737

1,056

355

138,410

124

5,272

1,248

29,581

22,942

958

1,037

1,179

11,961

22,554

16,951

370,885

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

458,505

73,858

1,579,522

110,074

54,679

1,230,593

449,130

69,442

1,535,336

106,598

38,410

1,164,270

9,375

4,416

44,186

3,476

16,269

66,323

歳　入

平成28年度田上町特別会計歳入歳出決算額平成28年度田上町特別会計歳入歳出決算額

平成28年度田上町一般会計歳入歳出決算額平成28年度田上町一般会計歳入歳出決算額

歳入４4億7，621万円 － 歳出４2億７，903万円 ＝ 差引金額１億9，718万円
町民１人あたりの金額は、平成２9年３月31日の人口12，069人で計算しています。

歳　出 差引額 区　　分

水道事業会計

収益的収入

250,441

資本的収入

2,126

収益的支出

253,914

資本的支出

164,763

△ 3,473

△ 162,637

歳　入 歳　出 差引額

単位：千円単位：千円

（単位：千円）（単位：千円）（単位：円） （単位：千円）（単位：千円）（単位：円）

科　　　目

歳出

歳出合計

決算額
前年度決算
との比較

町民１人
あたり

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

衛　　　生　　　費

労　　　働　　　費

農 林 水 産 業 費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

教　　　育　　　費

公　　　債　　　費

76,228

471,968

1,311,250

375,995

12,081

209,155

261,573

445,236

211,751

334,270

569,523

4,279,030

△ 7,154

△ 124,877

20,137

25,803

65

2,988

△ 29,881

7,546

13,844

△ 44,585

45,105

△ 91,009

6,316

39,106

108,646

31,154

1,001

17,330

21,673

36,891

17,545

27,697

47,189

354,547

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

町税の内訳

町民税
4億7,634万円
（42.2％）固定資産税

5億1,369万円
（45.5％）

軽自動車税
3,695万円
（3.3％）

町たばこ税
6,809万円
（6.0％）

入湯税
3,347万円
（3.0％） 【

人
事
案
件
】　

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　

石
田　

一
平　

氏　

（
再
任
）

　
　

長
澤　

幸
枝　

氏　

（
再
任
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会　
　
　
　

委
員
の
選
任

　
　

早
津　

紳
也　

氏　

（
再
任
）

【
専
決
処
分
】

・
一
般
会
計

　

７
月
18
日
、
24
日
の
豪
雨
災
害　
　
　

復
旧
に
伴
う
補
正
予
算
お
よ
び　

田
上
中
学
校
の
浄
化
槽
破
砕
機
修

繕【
29
年
度
補
正
予
算
】

・
一
般
会
計

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

の
改
訂
、
介
護
保
険
の
確
定
に
よ

る
返
還
お
よ
び
７
月
の
豪
雨
災
害

の
復
旧
に
伴
う
補
正
予
算

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

【
28
年
度
決
算
審
査
】

・
一
般
会
計

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

【
追
加
議
案
】

・
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

田
上
小
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
と
田
上
中
学
校
屋
内
消
火
栓
配

管
の
漏
水
に
対
す
る
修
繕

　

全
て
の
議
案
は
同
意
・
承
認
・

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

   

田上町の「今」と「これから」をお伝えします

・今夏の豪雨災害復旧費用として
　　　２,７１５万５千円の補正予算を承認・可決

・平成２８年度一般会計・特別会計の
　　　　　　歳入歳出決算は原案どおり認定

▲人事案件の起立採決

平成29年

9
月
定
例
会

9
月
7
日
～

　　　　9
月
21
日

議
　案

田上町 議会だより 第116 号 （2）



区　　分

下 水 道 事 業

集落排水事業

国民健康保険

後期高齢者医療

訪問看護事業

介　護　保　険

科　　　目

歳入

歳入合計

決算額
前年度決算
との比較

町民１人
あたり

町　　　　　　　　税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄　　　附　　　金

繰　　　入　　　金

繰　　　越　　　金

諸　　　収　　　入

町　　　　　　　　債

1,128,542

72,592

1,124

3,438

2,006

186,503

20,968

12,747

4,284

1,670,473

1,492

63,622

15,061

357,018

276,890

11,567

12,512

14,234

144,352

272,206

204,579

4,476,210

△ 1,855

△ 854

△ 1,040

△ 2,754

△ 3,410

△ 23,542

188

254

14

△ 60,205

△ 177

△ 3,888

△ 559

△ 23,043

15,343

5,833

8,347

3,838

13,224

52,816

△ 16,711

△ 38,181

93,507

6,015

93

285

166

15,453

1,737

1,056

355

138,410

124

5,272

1,248

29,581

22,942

958

1,037

1,179

11,961

22,554

16,951

370,885

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

458,505

73,858

1,579,522

110,074

54,679

1,230,593

449,130

69,442

1,535,336

106,598

38,410

1,164,270

9,375

4,416

44,186

3,476

16,269

66,323

歳　入

平成28年度田上町特別会計歳入歳出決算額平成28年度田上町特別会計歳入歳出決算額

平成28年度田上町一般会計歳入歳出決算額平成28年度田上町一般会計歳入歳出決算額

歳入４4億7，621万円 － 歳出４2億７，903万円 ＝ 差引金額１億9，718万円
町民１人あたりの金額は、平成２9年３月31日の人口12，069人で計算しています。

歳　出 差引額 区　　分

水道事業会計

収益的収入

250,441

資本的収入

2,126

収益的支出

253,914

資本的支出

164,763

△ 3,473

△ 162,637

歳　入 歳　出 差引額

単位：千円単位：千円

（単位：千円）（単位：千円）（単位：円） （単位：千円）（単位：千円）（単位：円）

科　　　目

歳出

歳出合計

決算額
前年度決算
との比較

町民１人
あたり

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

衛　　　生　　　費

労　　　働　　　費

農 林 水 産 業 費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

教　　　育　　　費

公　　　債　　　費

76,228

471,968

1,311,250

375,995

12,081

209,155

261,573

445,236

211,751

334,270

569,523

4,279,030

△ 7,154

△ 124,877

20,137

25,803

65

2,988

△ 29,881

7,546

13,844

△ 44,585

45,105

△ 91,009

6,316

39,106

108,646

31,154

1,001

17,330

21,673

36,891

17,545

27,697

47,189

354,547

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

町税の内訳

町民税
4億7,634万円
（42.2％）固定資産税

5億1,369万円
（45.5％）

軽自動車税
3,695万円
（3.3％）

町たばこ税
6,809万円
（6.0％）

入湯税
3,347万円
（3.0％）
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◎
積
極
的
財
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

国
の
特
別
交
付
税
や
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
増
額
に
よ
り
歳

入
が
増
え
財
政
は
安
定
し
、
財
政

健
全
化
も
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

町
の
基
金
も
あ
り
、
積
極
的
な
財

政
運
営
に
打
っ
て
出
る
時
期
で
は

な
い
で
す
か
。

　
　

公
債
費
も
ピ
ー
ク
を
超
え
、

単
年
度
に
お
い
て
も
財
政
が
安
定

し
健
全
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
下
水
道
事
業
、
道
の
駅
等
、

学
校
施
設
の
整
備
な
ど
大
型
事
業

計
画
が
あ
り
、
い
ざ
と
な
っ
た
場

合
に
一
定
の
基
金
は
必
要
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
財
政
運
営
計

画
に
合
わ
せ
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

◎
老
人
福
祉
施
設
の
維
持
と
あ
り

方
に
つ
い
て

　
　

心
起
園
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高

齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
の
健
康

維
持
が
医
療
費
抑
制
に
繋
が
る
た

決算審査特別委員会

▲浅野委員長 ▲笹川副委員長

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
は
28
年
度
一
般

会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
の
8
議
案
で
し

た
。

　

審
査
は
、
9
月
14
日
、
15
日

そ
し
て
19
日
ま
で
の
3
日
間
に

わ
た
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

議
案
に
対
す
る
質
問
数
は
全
部

で
１
７
９
件
で
あ
り
、
町
長
へ

の
総
括
質
疑
は
４
人
の
委
員
か

ら
５
件
で
し
た
。
審
査
の
結
果

は
、
８
案
件
と
も
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
の
28
年
度
一
般
会
計
に

お
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
第
５
次
総
合
計
画

「
や
さ
し
さ
と
豊
か
さ
で
キ
ラ

リ
と
輝
く
ま
ち
田
上
」
の
実
現

を
目
標
と
し
、
多
様
化
す
る
町

民
要
望
や
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
緊
急
性
・

必
要
性
の
高
い
事
業
を
重
点

的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
的
確
・
円
滑
な
財
政
運
営
の

実
施
と
な
る
よ
う
に
留
意
し
つ

つ
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た「
田

上
町
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
に
対
し
て
具
体
的
で

効
率
性
の
高
い
施
策
を
集
中
的

に
実
施
し
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
は
一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
順
に
、
事
業
の
取
り
組
み

内
容
、
歳
入
が
計
画
ど
お
り
確

保
さ
れ
て
い
る
か
、
歳
出
が
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
事
業
に
対
す
る
評
価
は
適
正

で
あ
る
か
質
疑
を
交
え
て
行
い

ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
で
は
、「
積
極
的

財
政
運
営
に
つ
い
て
」、「
老
人

福
祉
施
設
の
施
設
維
持
と
あ
り

方
に
つ
い
て
」、「
国
民
健
康
保

険
給
付
準
備
基
金
の
扱
い
に
つ

い
て
」、「
ご
ま
ど
う
湯
っ
多
里

館
に
つ
い
て
」、「
幼
児
園
の
保

育
士
確
保
に
つ
い
て
」
の
質
疑

が
あ
り
、
町
長
か
ら
今
後
の
町

政
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

浅
野　

一
志

町
長
へ
の
総
括
質
疑

　
　
　
　
　

質
疑
件
数
5
件

問問 答

田上町 議会だより 第116 号 （4）



め
施
設
は
重
要
で
す
。
町
の
公
共

施
設
総
合
計
画
に
お
い
て
、
今
後
、

施
設
の
改
築
や
集
約
、
廃
止
を
含

め
て
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
利
用
に
対
し
て
受

益
者
負
担
の
原
則
と
合
わ
せ
、
利

用
料
金
（
年
会
費
）
の
見
直
し
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

今
後
、
老
人
福
祉
施
設
の
あ
り
方

を
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
　

心
起
園
は
45
年
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
35
年
が
経
ち
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
心
起
園
は
今

す
ぐ
に
取
り
壊
す
わ
け
で
は
な

く
、
継
続
か
機
能
移
転
か
廃
止
か

複
合
施
設
な
ど
有
効
利
用
を
考

え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
利
用
料

金
に
つ
い
て
は
、利
用
者
か
ら
も
っ

と
上
げ
て
も
良
い
が
時
間
を
長
く

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
声
を
聞
き
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
給
付
準
備
基
金

の
扱
い
に
つ
い
て

　
　

国
民
健
康
保
険
給
付
準
備
基

金
が
28
年
度
末
で
２
億
円
を
超
え

て
い
ま
す
。
一
方
、
来
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責

任
主
体
が
県
に
変
更
す
る
予
定
で

す
。
昨
今
の
動
向
か
ら
基
金
を
ど

う
す
る
の
か
、
町
民
の
た
め
の
施

策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
　

国
か
ら
県
へ
来
年
度
か
ら
国

民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任

が
移
行
さ
れ
ま
す
が
、
県
か
ら
は

町
に
対
し
て
現
在
は
内
容
が
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
11
月
に
納
付
金

に
対
し
て
示
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
健
康
保
険
給
付
準
備
金
は
将

来
、
町
民
に
負
担
が
掛
か
ら
な
い

よ
う
に
備
え
て
い
ま
す
。人
間
ド
ッ

ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
は
年
々

増
え
て
お
り
、
異
常
が
あ
れ
ば
精

密
検
査
を
実
施
し
早
期
発
見
に
努

め
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
補
助

を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

◎
ご
ま
ど
う
湯
っ
多
里
館
に
つ
い

て
　
　

ご
ま
ど
う
湯
っ
多
里
館
の
指

定
管
理
制
度
の
導
入
は
、
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
サ
ー

ビ
ス
向
上
で
入
館
数
を
上
げ
る
た

め
の
営
利
を
追
求
し
た
施
設
か
、

町
民
の
健
康
増
進
と
し
た
福
利
厚

生
の
施
設
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う

か
。
営
利
を
追
求
す
る
な
ら
積
極

的
な
販
促
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で

す
。
近
郊
の
日
帰
り
温
泉
と
の
比

較
は
競
争
原
理
で
重
要
で
す
。
ま

た
、
町
民
の
福
利
厚
生
な
ら
町
民

の
割
引
を
実
施
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
　

ご
ま
ど
う
湯
っ
多
里
館
は
、

町
民
の
健
康
増
進
を
運
営
趣
旨
と

し
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光
施
設

の
拠
点
と
し
て
の
設
置
を
目
的
に

条
例
を
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

小
須
戸
の
花
の
湯
は
新
潟
市
の
条

例
で
入
館
者
に
対
し
入
湯
税
は
な

く
、
ご
ま
ど
う
湯
っ
多
里
館
は
入

湯
税
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

営
利
目
的
だ
け
で
な
い
た
め
、
近

隣
の
日
帰
り
温
泉
と
の
比
較
は
な

じ
み
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
観
光
施

設
と
し
て
客
層
分
析
し
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
り
近
郊
か
ら
の
客
数

を
増
加
さ
せ
、
指
定
管
理
者
を
指

導
し
て
い
き
ま
す
。
町
民
が
多
く

入
館
し
て
も
ら
う
よ
う
に
検
討
し

ま
す
。

◎
幼
児
園
の
保
育
士
確
保
に
つ
い

て
　
　

幼
児
園
の
保
育
士
確
保
が
非

常
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

都
市
部
の
保
育
士
採
用
が
激
化
し

て
お
り
、
保
育
業
界
全
体
で
人
材

不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
臨

時
職
員
の
採
用
が
難
し
く
、
町
の

予
算
で
臨
時
職
員
賃
金
が
未
執
行

に
な
っ
て
い
ま
す
。
０
歳
、
１
歳

児
の
保
育
ニ
ー
ズ
は
定
員
数
を
超

え
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
保
育

士
確
保
が
課
題
で
す
。
正
職
員
数

の
枠
組
の
変
更
も
検
討
す
べ
き
で

す
。

　
　

正
職
員
の
応
募
は
多
か
っ
た

が
、
正
職
員
の
増
員
は
職
員
定
数

と
財
政
運
営
を
考
え
決
定
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
化
で
出
生

数
が
減
少
傾
向
で
保
育
士
の
増
員

は
難
し
い
状
況
で
す
。
０
歳
、
１

歳
児
は
保
育
士
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
保
育
し
て
い
ま
す
が
、
臨
時
職

員
の
応
募
は
少
な
く
、
待
遇
改
善

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

答

決算審査特別委員会
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歳
入
歳
出
に
２
２
１
７
万　

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

48
億
８
０
９
５
万
４
千
円
と
す
る
補

正
で
す
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
で
す
。

　

歳
出
は
、
７
月
18
日
に
発
生
し

た
大
雨
に
伴
う
災
害
関
連
経
費
の

増
額
で
す
。
災
害
復
旧
費
を
新
設

し
、
道
路
等
32
か
所
の
応
急
復
旧
費

１
１
２
６
万
７
千
円
、
河
川
災
害
復

旧
費
で
７
８
２
万
円
の
事
業
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

農
村
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費
で

は
、
護
摩
堂
林
道
な
ど
の
応
急
復
旧

工
事
な
ど
で
２
２
０
万
３
千
円
増
額

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
に
７
３
８
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
48
億

８
８
３
３
万
７
千
円
と
す
る
補
正
で

す
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
で
す
。

　

歳
出
は
、
７
月
24
日
に
発
生
し
た

大
雨
に
伴
う
災
害
関
連
経
費
の
増
額

で
す
。
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
で
、
14
か
所
の
応
急
復
旧
費
で
、

４
４
３
万
９
千
円
、
農
村
水
産
業
施

設
災
害
復
旧
費
で
、
今
滝
冬
鳥
越
林

道
の
伐
木
、
シ
ー
ト
掛
け
な
ど
で

60
万
円
の
増
額
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
補
正
で
は
、
国
、
県

か
ら
の
補
助
は
難
し
い
が
、
狐
沢
川

の
工
事
で
は
県
が
一
部
負
担
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

歳
入
歳
出
に
４
８
１
４
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
49
億
３
６
４
８
万

円
と
す
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
財
産
収
入

で
、
旧
曽
根
交
流
セ
ン
タ
ー
の
跡
地

の
売
却
益
69
万
円
、
28
年
度
実
績

に
伴
う
介
護
保
険
特
別
会
計
か
ら

の
繰
入
金
の
増
額
で
す
。
単
独
災

害
復
旧
事
業
債
の
地
方
債
補
正
で

１
８
５
０
万
円
の
補
正
を
行
う
も
の

で
、
47.

５
％
の
交
付
税
算
入
が
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
は
、
特
定

個
人
情
報
に
関
す
る
安
全
管
理
措
置

対
応
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
改
訂
の
各
支
援
業
務
委
託
料

と
、
交
通
安
全
対
策
関
係
と
し
て
、

竹
の
友
幼
児
園
か
ら
国
道
４
０
３
号

線
に
交
わ
る
Ｔ
字
路
に
横
断
歩
道
設

置
工
事
を
行
う
た
め
の
増
額
で
す
。

　

土
木
費
は
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
、
災
害
復
旧
費

で
羽
生
田
川
の
護
岸
破
損
な
ど
で

77
万
２
千
円
の
増
額
を
行
う
も
の
で

す
。

　

歳
入
歳
出
に
１
３
０
０
万
円

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
９
４
７
１
万
６
千
円
と
す
る
補

正
で
す
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
８
８
７
万
５
千

円
と
繰
越
金
だ
け
で
は
財
源
が
不

足
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

４
１
２
万
９
千
円
を
繰
入
れ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画

の
変
更
に
伴
う
業
務
委
託
料
で
、
人

口
減
少
に
伴
い
水
処
理
人
口
も
減
少

し
て
お
り
、
現
計
画
で
の
新
た
な
処

理
場
は
建
設
せ
ず
、
稼
働
中
の
田
上

終
末
処
理
場
へ
す
べ
て
接
続
し
処
理

し
て
い
く
計
画
に
変
更
す
る
た
め
の

委
託
料
の
増
額
で
す
。
こ
の
た
め
横

場
地
区
に
計
画
し
て
い
た
処
理
場
用

地
は
、
計
画
変
更
認
可
後
に
農
振
除

外
を
戻
す
こ
と
に
な
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
に
５
６
３
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
49
億
４
２
１
１
万
７
千

円
と
す
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
４
４
３
万
円
と

教
育
施
設
等
整
備
事
業
で
地
方
債
補

正
１
２
０
万
円
の
町
債
補
正
を
行
う

も
の
で
、
石
綿
対
策
事
業
債
で
40
％

の
交
付
税
算
入
が
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
承

認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

委
員
長　

皆
川　

忠
志

総
務
産
経
常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査

総務産経常任委員会（財政、消防、選挙、道路、上下水道、商業、観光、農業、議会など）

■主な議案内容
・7 月の大雨に伴う災害関連経費で3,839 万9 千円

・公共下水道事業計画を変更

専
決
処
分　

29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）　
　

29
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

専
決
処
分　

29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
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教
育
費
で
は
、
１
９
４
万
４
千

円
の
補
正
が
あ
り
、
田
上
中
学
校

の
合
併
浄
化
槽
内
部
の
破
砕
機
が

壊
れ
、
取
り
替
え
た
も
の
で
す
。

　

田
上
中
学
校
は
築
37
年
を
経
過

し
、
雨
漏
り
修
理
や
故
障
修
理
な

ど
た
び
た
び
聞
か
れ
る
が
、
老
朽

化
診
断
な
ど
を
し
て
は
ど
う
か
と

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
な
ど
含
め

て
、
文
科
省
よ
り
長
寿
命
化
の
策

定
を
平
成
32
年
度
く
ら
い
ま
で
に

計
画
策
定
が
示
さ
れ
、
そ
こ
に
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

歳
出
で
は
事
業
費
確
定
に
伴
う

返
還
が
主
な
も
の
で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
低
所
得
の
高
齢
者

向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
事
業
で
１
０
７
０
万
７
千

な
ど
の
返
還
で
す
。

　

老
人
福
祉
事
業
で
は
、
中
店
地

区
に
あ
り
ま
す
「
ふ
れ
あ
い
の
家
」

の
調
理
室
の
傷
ん
で
い
た
床
や
壁

紙
な
ど
の
補
修
工
事
を
行
う
も
の

で
40
万
１
千
円
な
ど
、
そ
の
他
委

託
料
返
還
金
や
国
や
県
へ
の
負
担

金
の
返
還
な
ど
で
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
未
熟
児
養
育
医

療
費
等
国
庫
負
担
金
返
還
金
や
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
「
す
こ
や
か
ル
ー

ム
」
の
空
中
温
度
設
定
機
の
故
障

修
理
代
な
ど
で
す
。
特
に
こ
の
部

屋
は
各
種
会
議
、
検
診
や
避
難
所

と
し
て
使
う
の
で
大
至
急
直
し
た

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

教
育
費
で
は
、
町
内
で
の
「
児

童
虐
待
家
庭
」
と
の
対
応
や
打
ち

合
わ
せ
の
相
談
に
時
間
外
勤
務
手

当
50
万
円
の
補
正
で
す
。
担
当
は

２
人
一
組
で
４
人
分
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
相
談
者
の
家
庭
や
時
間

数
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

Ｑ　

児
童
虐
待
と
は
何
か
。

Ａ　

親
な
ど
家
庭
内
で
の
保
護
者

か
ら
、
子
供
に
加
え
ら
れ
る
虐
待

で
す
。
法
律
で
は
身
体
的
虐
待
、

性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
ネ
グ

レ
ク
ト
（
食
事
を
与
え
な
い
。
家

に
閉
じ
込
め
る
。）
な
ど
４
種
類
あ

り
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
６
２
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
13
億
７
８
２
０
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

28
年
度
事
業
費
確
定
に
よ
る
国

県
な
ど
へ
償
還
金
の
返
還
や
、
繰

出
金
で
は
「
ふ
れ
あ
い
の
家
」、「
く

つ
ろ
ぎ
の
家
」
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
イ
ホ
ー
ム
委
託
料
返
還
金
な
ど

で
す
。

　

田
上
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

の
暖
房
機
の
排
気
用
煙
突
か
ら
ア

ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
、
対
応
策

と
し
て
封
じ
込
め
工
事
を
施
工
す

る
も
の
で
す
（
暖
房
は
灯
油
ス
ト
ー

ブ
10
台
で
代
用
）。

　

田
上
中
学
校
の
屋
内
消
火
栓
に

つ
な
が
る
管
路
に
水
漏
れ
が
発
生

し
、
管
路
１
２
２
ｍ
全
線
管
路
を

取
り
替
え
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
承

認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

  

委
員
長　

松
原　

良
彦

社
会
文
教
常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査

社会文教常任委員会（税、戸籍、国民健康保険、後期高齢者、介護保険、環境、福祉、教育、保育など）

■主な議案内容
・田上小学校、ランチルームで使用しているＦＦ暖房用の排気用煙突からアスベスト検出される

・田上中学校の屋内消火栓につながる配管から水漏れ発見される

専
決
処
分　

29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

29
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）　
　

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

Check

議
論
の
中
身

▲田上小学校　排気用煙突
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町
政
に
対
す
る
要
望
等
は
請
願

書
・
陳
情
書
と
し
て
議
会
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
請
願
書

　

請
願
書
を
提
出
す
る
際
は
、
１

名
以
上
の
議
員
の
紹
介
が
必
要
で

す
。

　

請
願
書
は
、
表
題
を
付
け
、
内

容
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
請
願
者
の
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
に
よ
る
請
願
は
、
名
称
と
代

表
者
の
氏
名
を
記
入
し
代
表
者
印

を
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
願
書
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
、

審
議
し
ま
す
。

○
陳
情
書

　

陳
情
書
を
提
出
す
る
際
は
、
議

員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

請
願
書
と
同
様
に
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
押
印
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

陳
情
書
は
、
そ
の
写
し
を
議
員

に
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

請　　    願

議員発議による発議案

請願番号

請　願

第１号

請　願

第２号

「全国森林環境税

の創設に関する

意見書採択」に関

する請願

「学費と教育条件の
公私間格差是正に
むけて、私立高等学
校への私学助成の
充実を求める意見
書」の採択に関する
請願

道路財特法の規定による補助率等のか
さ上げを平成30 年度以降も継続する
とともに、地方創生に資する道路整備
については特別措置を拡充するなど、
必要な道路関係予算を確保するよう強
く要望するもの

国連安保理決議の実効性を高めるため中
国、ロシアへ一層働きかけを行い、軍事衝
突を避けるよう日本外交に総力を挙げる
こと、これまでの政府の取組みを検証し、
核・ミサイル問題と同時に拉致問題の早
期解決に向けた実効性ある措置が講じら
れることを改めて政府に求めるもの

道路財特法による
補助率等のかさ上
げ措置に関する意
見書

北朝鮮の「核ミサ
イル軍事行動」と拉
致問題の解決を求
める意見書

小池真一郎

浅野　一志

川﨑　昭夫 原案可決

原案可決川﨑　昭夫

採　択

採　択

村上市三之町1 番
1号
全国森林環境税創
設促進議員連盟
会長　板垣　一徳
（村上市議会議員）

新潟市中央区弁天橋
通1 丁目13 番13 号
私学会館内
新潟県私学の公費助
成をすすめる会
会長　中村　直美

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
総務大臣
農林水産大臣
環境大臣
経済産業大臣

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
文部科学大臣
財務大臣
総務大臣
県知事

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
国土交通大臣
地方創生担当大臣

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
内閣官房長官
拉致問題担当大臣
国家公安委員会委員長
外務大臣
防衛大臣

件　　　　名

件　　　　名 内　　　　容

紹介議員

提出議員

審査結果

議決結果 意見書等提出先

意見書等提出先請願者の住所・氏名

田上町 議会だより 第116 号 （8）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ご
ま
ど
う
湯
っ
多
里
館
は
平

成
26
年
度
11
月
か
ら
12
月
ま
で
休

館
し
、
６
２
０
０
万
円
の
予
算
で

改
装
し
町
か
ら
民
間
へ
指
定
管
理

に
移
行
し
た
が
、
27
年
度
は
入

館
数
17
万
人
か
ら
14
万
人
に
大

幅
減
少
し
、
町
税
の
入
湯
税
も

５
６
８
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
、
町
は
指
定
管
理
者
と

協
議
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

入
館
数
を
上
げ
、
改
善
が
な
け
れ

ば
指
定
管
理
者
を
変
更
す
る
と
の

答
弁
で
し
た
。
し
か
し
、
28
年
度

は
14
万
人
と
全
く
入
館
数
の
変
化

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
民
間
に
経
営
が
移
行
さ
れ
２
年

以
上
経
ち
ま
す
。
な
ぜ
、
入
館
数

が
回
復
し
な
い
の
で
す
か
。

②
小
須
戸
の
花
の
湯
は
、
27
年
度

同
じ
時
期
に
指
定
管
理
者
が
変
わ

り
入
館
数
は
８
万
６
千
人
が
２

年
間
で
10
万
８
千
人
に
と
な
り
、

２
万
２
千
人
の
大
幅
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
２
年
後

に
入
館
数
は
追
い
越
さ
れ
ま
す
。

入
館
数
増
加
の
違
い
は
何
か
、
近

郊
の
日
帰
り
温
泉
の
調
査
を
し
て

い
ま
す
か
。

③
近
郊
の
日
帰
り
温
泉
は
、
入
館

数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
カ
ラ
ー
チ

ラ
シ
な
ど
販
促
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
で
お
年
寄
り
だ
け
で
な

く
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
女
性
客
を
拡

大
す
る
た
め
積
極
的
に
販
促
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
町
は
指
定
管
理

者
任
せ
で
は
な
い
で
す
か
。
ど
の

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

入
館
数
の
回
復
し
な
い

原
因
は
観
光
客
の
減
少
、
趣
味
、

娯
楽
の
多
様
化
で
日
帰
り
温
泉

ブ
ー
ム
が
終
了
し
、
入
館
料
金

を
６
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
に

１
０
０
円
値
上
げ
し
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
わ
ず
か

だ
が
２
４
０
０
人
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、
減
少
傾
向
に
は
歯
止
め

が
か
か
り
ま
し
た
。
販
促
は
広
報

き
ず
な
で
１
０
０
円
割
引
券
な
ど

添
付
し
て
い
ま
す
。
ご
ま
ど
う

湯
っ
多
里
館
の
運
営
主
旨
は
町
民

の
健
康
増
進
で
あ
り
、
ほ
か
の
入

湯
施
設
と
同
列
で
比
較
す
る
の
は

な
じ
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
６
０
０

円
の
と
き
は
客
も
多
か
っ
た
が
、

休
憩
場
所
で
寝
そ
べ
っ
て
席
を
譲

ら
な
い
な
ど
マ
ナ
ー
の
悪
さ
も
目

立
ち
ま
し
た
。
今
は
ゆ
っ
た
り
と

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
新
潟
市
な

ど
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
指
定
管
理
に

対
し
て
町
は
的
確
な
助
言
を
行
い

入
館
数
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

今
年
か
ら
新
た
な
介
護
予

防
、
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
が

開
始
さ
れ
、
来
年
か
ら
住
民
主
体

の
生
活
支
援
体
制
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
団
塊
の
世
代
が
、
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
医
療
、
予
防
、
住
ま
い
生
活

支
援
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
国
は

進
め
て
い
ま
す
。

①
住
民
主
体
の
生
活
支
援
体
制
は

ど
の
よ
う
な
方
向
性
に
な
り
ま
す

か
。

②
地
域
の
現
状
把
握
、
課
題
発
見
、

不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
す
る

た
め
地
域
団
体
が
主
体
と
な
り
協

議
体
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
規
模
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

③
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

④
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
お
年
寄
り

の
集
い
の
現
状
把
握
し
、
住
民
が

期
待
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
議
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　
　
　

30
年
か
ら
導
入
さ
れ
る
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
と
し
た
協
議
体
で
自
助
、
共
助
、

公
助
を
推
進
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
結
果
に
基
づ
き
方

向
性
を
決
定
し
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
福
祉
制
度
に
精
通

し
、
地
域
に
密
着
し
た
法
人
を
考

え
て
い
ま
す
。
集
い
の
場
は
、
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て

地
域
の
実
態
に
合
う
よ
う
に
実
施

で
き
る
よ
う
に
協
議
し
て
い
き
ま

す
。　
　

ささがわ　しゅういち

笹川  修一 議員

入館数が回復しないごまどう湯っ多里館の対策は

町長：指定管理者に的確な助言で入館数の増加に努める

一　般　質　問ここが
　聞きたい

近
郊
の
花
の
湯
の
入
館
数
は

大
幅
増
加
、違
い
は
何
か

住
民
主
体
の
生
活
支
援
体
制

問

問

町
長

町
長
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ふ
る
さ
と
納
税
は
い
ろ
い
ろ

な
自
治
体
を
知
る
機
能
を
有
し
、

幅
広
い
展
開
が
で
き
ま
す
。
寄
付

金
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
で

き
る
ほ
か
、生
産
者
の
所
得
の
ア
ッ

プ
、
施
設
・
地
域
の
Ｐ
Ｒ
、
災
害

時
の
寄
付
金
の
受
け
皿
等
、
多
様

な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
町
で
は
返
礼
品
の
開
発
を
す

る
担
当
者
を
決
め
、
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
市
町
村

の
財
源
の
確
保
の
ほ
か
に
も
、
地

域
の
Ｐ
Ｒ
、
あ
る
い
は
特
産
品
に

か
か
わ
る
方
々
の
所
得
の
向
上
な

ど
、
多
様
な
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。
現
在
町
で
は
、
返
礼
品
に
つ

い
て
一
般
に
広
く
募
集
し
、
企
業

あ
る
い
は
個
人
か
ら
も
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
十

分
に
掘
り
起
こ
せ
て
お
ら
ず
、
埋

も
れ
た
品
物
も
ま
だ
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
返
礼
品
を
開
発
す
る

担
当
者
を
配
置
す
る
前
に
、
現
在

総
務
課
で
２
人
が
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
新
し
い
魅
力
的
な

品
物
を
継
続
し
て
募
集
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
　「
青
森
県
で
検
診
は
受
け
た
も

の
の
発
見
率
が
低
か
っ
た
」
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
町

で
は
発
見
率
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
発
見
率
を
上
げ
て

い
く
策
に
つ
い
て
た
ず
ね
ま
す
。

　
　
　
が
ん
検
診
全
て
を
ま
と
め

た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
が
ん

の
場
合
は
、
平
成
26
年
度
に
お
け

る
町
お
よ
び
新
潟
県
の
胃
が
ん
検

診
の
受
診
率
は
、
町
は
14.

２
％
、

県
は
19
％
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
３
か

年
に
お
け
る
胃
が
ん
検
診
の
発
見

率
の
平
均
は
、
町
は
０.

33
％
、
県

は
０.

４
％
で
、
そ
の
後
の
精
密
検

査
の
受
診
率
は
、
町
は
90.

８
％
、

県
は
93.

６
％
で
あ
り
ま
す
。

　
　
工
業
団
地
の
商
業
施
設
等
の

誘
致
が
大
詰
め
に
き
て
い
ま
す
。

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く

り
の
効
果
を
た
ず
ね
ま
す
。

・
人
口
対
策
・
人
口
増
加
策

・
交
流
人
口
の
増
加

・
中
高
生
の
町
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

の
点

・
高
齢
者
の
利
便
性

・
雇
用
創
出

・
に
ぎ
わ
い
の
拠
点

・
経
済
的
効
果

　
　
　
今
回
商
業
施
設
の
出
店
が

整
え
ば
、
買
い
物
に
不
便
と
い
う

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
脱

却
で
き
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で
き

ま
す
。
他
市
町
村
か
ら
流
入
人

口
・
交
流
人
口
の
増
加
も
大
い
に

期
待
で
き
ま
す
。
雇
用
に
お
い
て

は
、
正
社
員
・
パ
ー
ト
を
合
わ
せ

て
１
３
０
人
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
商
業
施
設

が
出
店
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
相
当

規
模
の
経
済
効
果
が
あ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
町
の
税
収
面

で
は
、
個
人
住
民
税
・
法
人
住

民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
で
約

１
０
０
０
万
円
規
模
の
増
収
が
見

込
め
ま
す
。

　
商
業
施
設
の
進
出
と
道
の
駅
と

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い

の
場
が
創
出
さ
れ
ま
す
。

いけい　ゆたか

池井  豊 議員

本田上工業団地、商業系誘致の効果は

町長：買い物の不便解消、イメージアップ、雇用拡大、税収増加、
　　  経済効果大、交流人口・流入人口の増加でにぎわいができる

一　般　質　問ここが
　聞きたい

が
ん
検
診
の
発
見
率
は
い
か
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
多
機
能
を

受
け
止
め
、返
礼
品
開
発
を

再
度
、工
業
団
地
の
商
業
施
設

の
効
果
を
問
う

問

問

問

町
長

町
長

町
長

▲ＰＬＡＮＴ－４聖籠店
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平
成
27
年
度
に
介
護
保
険
法

が
改
正
さ
れ
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
事
業
、
こ
れ
は
要
支
援

１
、２
の
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
市
町
村
事
業
化
お
よ
び
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
が
市

町
村
が
主
体
と
な
り
、
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
　

　
先
日
あ
る
新
聞
に
軽
度
の
介
護

者
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
調
査

結
果
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
回
答

し
た
県
内
26
市
町
村
の
う
ち
、
12

市
町
村
が｢

運
営
に
苦
労
し
て
い

る｣

、
10
市
村
が
「
順
調
に
進
ん
で

い
る
」
と
答
え
、
地
域
ご
と
の
差

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
は
、｢

運
営
に
苦
労
し
て
い
る｣

と
の
回
答
で
し
た
。

　
町
が
運
営
に
苦
労
し
て
い
る
理

由
と
そ
の
解
決
方
法
を
た
ず
ね
ま

す
。

　
政
府
は
要
介
護
１
、２
に
つ
い
て

も
移
行
を
検
討
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
今
後
は
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者

夫
婦
世
帯
が
増
加
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
老
老
介
護
の
疲
れ
で
の
自

殺
も
あ
り
ま
す
。
本
田
上
地
区
で

は
、
民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
地
区
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い
茶
の

間
を
毎
月
開
き
、
高
齢
者
を
招
き
、

高
齢
者
自
身
が
能
力
を
最
大
限
に

生
か
す
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す

る
た
め
、民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　　
　
　
運
営
に
苦
労
し
て
い
る
理

由
は
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
難
し
い

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
対
応
策
と

し
て
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
と
す
る
協
議
体
で
確
保
や
育

成
を
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
要
介
護
１
、２
の
移
行
に
つ
い
て

は
国
、
県
か
ら
通
知
が
な
い
の
で

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る
現

状
を
受
け
、
今
後
に
つ
い
て
は
保

健
福
祉
課
で
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
良
い
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ

う
に
努
力
し
ま
す
。

　
　
　
24
年
に
指
定
管
理
者
に
移

行
し
た
康
養
園
で
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
土
、
日
曜
も
営
業
し
て
い

て
、
指
定
管
理
者
の
努
力
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化

で
維
持
管
理
は
ど
う
な
る
か
職
員

も
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
の
家
は
、
昭
和
41
年

に
で
き
、
51
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
古
ぼ
け
た
施
設
が
運

営
さ
れ
て
い
る
の
が
不
思
議
で

す
。
早
急
に
対
処
す
べ
き
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。
町
長
の
任
期
中
に

ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
康
養
園
は
平
成
３
年
、
ふ

れ
あ
い
の
家
は
昭
和
41
年
に
建
設

さ
れ
て
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
町

の
高
齢
者
人
口
は
２
０
３
０
年
ま

で
増
加
す
る
見
込
み
で
、
康
養
園

は
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
ふ
れ
あ
い
の
家
は
住
民
主
体
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
両
方
と
も
重
要
な
施
設
で
あ

り
、
あ
り
方
を
考
え
る
研
究
会
を

立
ち
上
げ
て
２
、３
年
か
け
て
考
え

ま
す
。
康
養
園
の
修
繕
は
指
定
管

理
者
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
対
応

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ふ
れ
あ
い
の
家
は
職
員
が
補
修

箇
所
を
確
認
の
う
え
、
補
正
予
算

で
対
応
し
て
修
繕
し
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
新
し
い
方

法
を
考
え
ま
す
。

かわさき　あきお

川﨑 昭夫 議員

軽度介護事業の現実と老朽化の介護施設の対応は

町長：新たな担い手の確保と老朽化している施設は、早い時期に
　　  新しい方法を考えます

一　般　質　問

軽
度
介
護
事
業
の
現
実
は

老
朽
化
し
て
い
る
介
護
施
設

の
今
後
の
対
応
は

問

問

町
長

町
長

▲ふれあいの家
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読
書
は
、
効
率
的
な
知
識
の

吸
収
法
で
あ
り
、
ま
た
思
考
力
、

想
像
力
を
高
め
、
人
生
の
質
を
高

め
る
す
ば
ら
し
い
要
素
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
感
受
性
が
豊
か
に
な

り
、
読
解
力
や
語
彙
力
も
つ
き
、

読
書
が
も
た
ら
す
効
果
は
は
か
り

知
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
や
町

民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
親
し
ま
れ

る
図
書
室
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
町
で
は
公
民
館
図
書
室
、

原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所

で
図
書
室
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
貸
し
出
し
ル
ー
ル
が
統
一
さ

れ
て
お
ら
ず
、
借
り
手
に
と
っ
て

は
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
と
の
声

を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
借
り

る
際
に
本
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
貸

し
出
し
カ
ー
ド
に
名
前
と
日
付
、

行
政
区
を
記
入
し
ま
す
が
、
こ
れ

で
は
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
本
を
借

り
た
の
か
と
い
う
貸
し
出
し
履
歴

か
ら
、
非
常
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

部
分
が
不
特
定
多
数
の
人
た
ち
に

知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
不
安
を

持
つ
方
も
い
ま
す
。交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
管
理
人
が
不
在
時
の
際
の

新
規
の
方
の
貸
し
出
し
は
、
メ
モ

用
紙
の
よ
う
な
紙
に
電
話
番
号
を

明
記
さ
せ
、
処
理
ボ
ッ
ク
ス
の
よ

う
な
平
た
い
箱
に
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
早
急
な

改
善
を
す
べ
き
で
す
。
貸
し
出
し

ル
ー
ル
な
ど
を
含
む
図
書
の
管
理

規
定
や
図
書
室
条
例
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
次
に
、
両
施
設
が
所
有
す
る
図

書
、蔵
書
で
す
が
、こ
れ
ら
の
管
理
・

点
検
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
通
常

の
図
書
管
理
業
務
も
き
ち
ん
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
今
後
広
域
連
携
に
よ

る
図
書
館
の
相
互
利
用
を
進
め
る

た
め
に
は
、
図
書
の
電
算
化
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

公
民
館
や
交
流
セ
ン
タ
ー
の
既
存

施
設
で
の
図
書
管
理
や
運
営
方
法

に
つ
い
て
、
そ
し
て
交
流
会
館
の

増
改
築
後
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

た
図
書
館
づ
く
り
を
図
書
館
司
書

有
資
格
者
や
、
公
共
図
書
館
勤
務

経
験
者
な
ど
専
門
知
識
を
持
つ
方

に
か
か
わ
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
良

い
図
書
環
境
の
構
築
を
し
っ
か
り

と
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
蔵
書
管
理
に
つ
い
て

は
、本
に
添
付
し
て
い
る
図
書
カ
ー

ド
に
氏
名
、
行
政
区
等
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
管
理
し
て
い

る
た
め
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が

把
握
し
に
く
い
状
況
で
す
。
公
民

館
職
員
も
非
常
に
人
数
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
図
書
室
資
料
の
整

備
だ
け
に
注
力
す
る
と
い
う
の
が

非
常
に
難
し
く
、
十
分
な
管
理
が

行
き
届
か
な
い
の
が
正
直
な
現
実

で
す
。
た
だ
年
に
１
回
、
蔵
書
等

点
検
を
職
員
で
も
っ
て
や
っ
て
い

ま
す
。
直
近
で
は
こ
の
８
月
で
実

施
し
て
お
り
、
予
算
の
範
囲
内
で

図
書
等
も
整
備
も
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
道
の
駅
等
整
備
事
業
の
一

つ
と
し
て
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー

の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
施
設
に
図
書
館
機
能
を
持
た

せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳
細

は
現
在
検
討
中
で
す
が
、
電
算
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
貸
し
出
し
に
関

す
る
規
則
整
備
に
つ
い
て
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
原
ヶ
崎
交
流
セ

ン
タ
ー
改
修
後
の
運
営
開
始
ま
で

に
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー

で
の
貸
し
出
し
の
際
に
提
出
す
る

電
話
番
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

三
者
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
至

急
対
応
し
ま
す
。
今
後
、
新
潟
市

と
の
広
域
連
携
等
を
考
え
て
、
相

互
利
用
を
考
え
て
い
く
と
、
標
準

的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
な
い
と

不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
ま
す
。
担
当
職
員
の
ほ

う
で
も
新
潟
市
と
の
広
域
連
携
、

特
に
図
書
業
務
に
つ
い
て
の
広
域

連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

いまい　　さちよ

　井  幸代 議員

町の図書管理のマニュアル化、電算化は

教育長：原ヶ崎交流センター改修後の運営に間に合うように整備したい

一　般　質　問ここが
　聞きたい

問

教
育
長

 （13） 田上町 議会だより 第116 号

　
　
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生

保
育
組
合
で
運
営
し
て
い
る
ご
み

焼
却
施
設
は
、
耐
用
年
数
が
通
常

20
年
の
と
こ
ろ
38
年
を
迎
え
た
現

在
も
旧
施
設
の
ま
ま
稼
働
し
て
い

る
た
め
、
故
障
を
は
じ
め
処
理
能

力
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
は
連
携
中
枢
都
市
圏
の

も
と
で
の
運
営
が
現
実
的
だ
と
考

え
ま
す
が
、
加
茂
市
が
連
携
に
加

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
で
協
力
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
組
合
管
理
者
の
加

茂
市
長
に
対
し
、
連
携
に
加
わ
る

よ
う
説
得
で
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

加
茂
市
長
は
な
ぜ
連
携
に
加
わ
ら

な
い
の
か
町
長
の
考
え
を
た
ず
ね

ま
す
。

　
　
　
更
新
時
期
が
き
て
い
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。
管

理
者
の
加
茂
市
長
は
組
合
議
会
答

弁
か
ら
、
建
設
予
算
が
50
億
か
ら

70
億
円
必
要
で
、
財
政
的
に
大
き

な
問
題
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
修

繕
し
な
が
ら
現
在
の
施
設
を
長
く

使
用
し
た
い
考
え
で
す
。
町
と
し

て
も
費
用
の
３
分
の
１
が
持
ち
分

な
の
で
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
し
ば
ら
く
は
現
在
の
施
設
を

大
切
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
将
来
的
に
は
連
携
の
対
応
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
の
処
理
は
住
民
生
活
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
の
で
、
管
理
者

の
加
茂
市
長
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
加
茂
市
が
連
携
に
加
わ
ら
な

い
の
は
、
加
入
す
る
と
合
併
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
仮
に
焼
却
炉
が
停
止

し
た
ら
一
時
的
に
近
隣
市
町
村
で

対
応
し
ま
す
。
こ
れ
は
市
町
村
と

協
定
を
結
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
組
合
の
中
で
故
障

等
が
あ
っ
た
場
合
の
協
定
が
県
全

体
で
で
き
て
い
ま
す
。

　
　
自
治
体
に
お
け
る
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
動
向
を
調
べ
る
と
、

２
０
０
０
年
代
後
半
か
ら
、
行
政

計
画
と
し
て
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
形

成
や
魅
力
づ
く
り
に
よ
る
地
域
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
策
定
す
る
自
治
体

が
登
場
し
て
い
ま
す
。
町
の
ブ
ラ

ン
ド
の
主
力
は
「
住
み
や
す
い
街
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
は

今
、
立
地
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
審
議
会
に
お
い
て
住

み
よ
い
町
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
魅

力
発
信
も
審
議
の
中
枢
に
捉
え
て

は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
民
間
の
ア
イ
デ
ア

を
受
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
住

み
よ
い
終
の
棲
家
に
な
る
ま
ち
づ

く
り
は
究
極
の
人
口
減
少
対
策
だ

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

た
ず
ね
ま
す
。

　
　
　
立
地
適
正
化
の
基
本
的
な

考
え
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市

街
地
の
中
心
に
医
療
、
福
祉
施
設

を
集
約
し
て
便
利
で
暮
ら
し
や
す

い
町
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
観
点
か
ら
も
便
利
、
安

心
、
安
全
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生

ま
れ
ま
す
。
提
案
と
は
若
干
違
い

が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
よ
う

な
視
点
で
居
住
誘
導
を
図
る
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
も
一
つ
の
考
え

方
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
各
種

の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
特
性
、
差

別
化
も
考
慮
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
こ
と
も
検
討
し
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

こじま　けんいち

小嶋 謙一 議員

老朽化が進むごみ焼却場の現状は喫緊の課題であり、今後の運営を具体的に示すべきである

町長：将来的には「連携中枢都市圏」の対応が必要になると考えている

一　般　質　問

老
朽
化
が
進
む
ご
み
焼
却
場

の
今
後
の
運
営

他
の
自
治
体
と
の
「
違
い
づ

く
り
」「
差
別
化
」に
よ
る

「
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

問

問

町
長

町
長

▲焼却が進まず野ざらしになっている生ごみ

町
民
課
長
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７
月
４
日
の
大
雨
で
は
、
災

害
警
戒
本
部
、
災
害
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、
避
難
所
の
開
設
、
避

難
準
備
情
報
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
７
月
18
日
の
大
雨

で
は
、
大
雨
警
報
が
午
前
２
時
22

分
に
発
令
さ
れ
、
午
後
11
時
41
分

に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
土

砂
災
害
警
戒
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
と
、
午
前
８
時
30
分
に
土
砂
災

害
前
ぶ
れ
注
意
情
報
が
発
表
さ

れ
、
午
前
９
時
に
は
土
砂
災
害
警

報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
午
後

３
時
に
も
再
度
、
土
砂
災
害
警
報

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

の
連
続
雨
量
は
１
２
２
㎜
で
し

た
。帰
宅
時
間
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
町
の
対
応
に
つ
い
て
た
ず
ね

ま
す
。

　
同
様
に
、
７
月
24
日
の
大
雨
で

は
、
午
前
６
時
38
分
に
大
雨
警
報

が
発
令
さ
れ
、
午
後
10
時
38
分
に

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
土
砂

災
害
警
戒
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

と
、
午
後
１
時
30
分
に
土
砂
災
害

前
ぶ
れ
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
７
月
24
日
の
連
続
雨
量

は
１
７
６
㎜
で
し
た
が
、
大
雨
警

戒
本
部
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置

や
避
難
所
の
開
設
お
よ
び
避
難
準

備
情
報
の
発
令
は
な
く
、
道
路
、

河
川
の
被
災
状
況
は
７
月
４
日
で

は
な
く
、
７
月
18
日
、
24
日
の
両

日
に
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
町
の

対
応
に
つ
い
て
た
ず
ね
ま
す
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
雨
量

や
信
濃
川
の
水
位
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
表
示
す
る
機
能
は
な
く
、
国
、

新
潟
県
の
パ
ソ
コ
ン
用
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
防
災
情
報
を
見
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
新
潟
県
の
河
川
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
シ
ス
テ
ム
と
国
土
交
通
省
の

川
の
防
災
情
報
な
ど
へ
の
リ
ン
ク

を
整
備
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

か
。

　　
　
　
土
砂
災
害
に
係
る
避
難
情

報
の
発
令
は
、
田
上
町
避
難
勧
告

等
の
判
断
、
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
新

潟
県
か
ら
伝
達
さ
れ
る
新
潟
県
土

砂
災
害
警
戒
シ
ス
テ
ム
を
も
と

に
、
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
、
気

象
庁
か
ら
の
気
象
情
報
、
連
続
雨

量
情
報
、
ま
た
は
土
砂
災
害
の
発

生
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合

的
に
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
18
日
、
24
日
は
、
こ
れ
ら

の
情
報
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
避
難
準
備
情
報
の
発
令
は
必

要
な
い
も
の
と
判
断
し
た
の
で
あ

り
、
両
日
に
お
け
る
町
の
対
応
に

は
特
に
支
障
は
な
か
っ
た
と
考
え

ま
す
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
新

潟
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
に
リ
ン
ク
を

張
っ
て
あ
り
、
新
潟
県
河
川
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
、
そ
こ
か

ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
情
報
を
探
す
の
は
わ
か

り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
り
見
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。

たかとり　まさと

髙取 正人 議員

リアルタイム情報へのアクセス方法は

町長：より見やすく整備したい

一　般　質　問ここが
　聞きたい

問

町
長

土
砂
災
害
の
備
え
を

▲林道今滝冬鳥越線の法面崩壊 ▲茗ヶ谷川洗掘状況
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川
船
河
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
装
置
が

あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
管
理
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
使
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
火
曜
日
は
川
船

の
生
涯
学
習
の
グ
ル
ー
プ
、
木
曜

日
は
老
連
の
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て

土
曜
日
は
年
金
受
給
者
協
会
の
グ

ル
ー
プ
が
確
保
し
て
使
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
午

前
中
は
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る

人
が
使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
に
属
し
て
い
な
い
人
も
使
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
さ
ら
に
、日
曜
日
は
サ
ン
デ
ー

カ
ラ
オ
ケ
と
称
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
で
交
互
に
使
っ
て
い

る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
で
仲
良
く
使
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
現
在
は
、
川
船
河
の
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
５
月
に
あ
り
ま
し
た
年
金
受

給
者
協
会
の
会
合
で
、
田
上
地
区

に
も
置
い
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
何
人
も
待
っ
て
い
る
人
が
い
る

場
合
に
は
１
番
し
か
歌
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

田
上
地
区
に
１
台
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
町
長
に

た
ず
ね
ま
す
。

　
　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
カ

ラ
オ
ケ
利
用
は
、
指
摘
の
よ
う
に

多
く
の
方
が
使
っ
て
お
り
、
高
齢

者
の
肺
炎
予
防
と
か
、
あ
る
い
は

声
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
体
力
向

上
や
免
疫
力
を
下
げ
ず
、
健
康
管

理
に
は
大
変
良
い
と
い
う
面
も
あ

り
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
番
奥

の
広
い
部
屋
を
、
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー

ム
と
し
て
占
有
し
て
お
り
、
大
変

な
盛
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
に
配
慮
し
、

利
用
し
に
く
い
と
い
う
声
も
聞
い

て
い
ま
す
。
先
日
も
家
に
来
ら
れ

た
80
歳
く
ら
い
の
方
の
話
で
は
、

午
前
中
に
お
風
呂
に
行
く
の
は
自

分
く
ら
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
理

由
は
カ
ラ
オ
ケ
の
方
が
に
ぎ
や
か

に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
休

め
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
い
ず

れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
の
よ

う
な
状
況
で
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
が

健
康
に
つ
な
が
る
と
い
う
プ
ラ
ス

面
も
あ
り
ま
す
が
、
反
面
苦
情
も

あ
る
と
い
う
こ
と
も
理
解
願
い
ま

す
。

　
田
上
地
区
に
も
カ
ラ
オ
ケ
装
置

を
と
い
う
質
問
で
す
が
、
難
し
い

状
況
で
す
。
心
起
園
は
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
カ
ラ
オ

ケ
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
近
所
に
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

も
同
様
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
は
個
室
も
あ
り
ま
す

が
、
防
音
装
置
が
な
く
カ
ラ
オ
ケ

の
装
置
を
使
用
し
ま
す
と
、
近
隣

に
響
く
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
施

設
の
使
用
目
的
が
違
い
ま
す
。

　
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
は
町
と
し

て
は
、
民
間
の
施
設
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
で
カ
ラ
オ
ケ
装
置
は
今
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

あさの　　ひとし

浅野 一志 議員

カラオケ装置を田上地区にも設置を

町長：現状では防音装置もなく難しい、民間のカラオケ装置の利用を

一　般　質　問

問

町
長

▲カラオケを楽しむ参加者▲

▲通信カラオケ装置
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小
規
模
企
業
は
、
中
小
企
業

白
書
に
よ
れ
ば
、
全
国
ベ
ー
ス
で

は
、
平
成
26
年
３
２
５
万
社
で
５

年
前
に
比
べ
、
約
41
万
社
、
約

12
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
は

26
年
６
月
「
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
」
を
公
布
し
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
、
日
本
を
支
え
る
小
規
模

企
業
者
の
活
力
発
揮
の
必
要
性
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
事

業
の
持
続
的
に
発
展
を
図
る
こ

と
、
円
滑
か
つ
着
実
な
事
業
運
営

を
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

新
潟
県
を
は
じ
め
、
県
内
30
市
町

村
の
内
17
市
町
村
が
条
例
を
制
定

し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
32
年
頃
に
は
、
道
の
駅

が
で
き
、
本
田
上
工
業
団
地
に
は

㈱
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
（
プ
ラ
ン
ト
）
の

進
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

規
模
企
業
は
、
客
観
的
に
見
て
も
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
生
き
残
り
を

賭
け
た
闘
い
に
立
ち
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
小

規
模
企
業
を
支
援
す
る
必
要
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
条
例
を
制
定
し
、

小
規
模
企
業
の
成
長
と
事
業
の
持

続
的
発
展
を
支
援
す
べ
き
で
す
。

　
　
　

町
の
企
業
数
は
、
24
年
度

の
経
済
セ
ン
サ
ス
で
は
、
４
２
６

社
、
う
ち
小
規
模
事
業
者
が

３
５
１
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
業
者
を
支
援
す
る
こ
と

は
、
町
の
責
務
で
あ
り
、
特
に
小

規
模
企
業
者
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
、
資
金
の
融
資
等
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、

条
例
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
制
定
し
て
い
き
ま
す
。
人
口

減
少
、高
齢
化
が
進
む
中
で
、特
に
、

32
年
頃
に
は
町
の
状
況
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
な
発
展
を
図
り
つ
つ
、
小

規
模
事
業
者
の
振
興
を
通
じ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
、
町
民
生
活
の

向
上
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

農
商
工
連
携
地
域
協
議
会

は
、
発
足
し
て
８
年
に
な
り
ま
す
。

開
発
し
た
商
品
は
、
メ
ジ
ャ
ー
に

な
り
き
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
32
年
頃
の
道
の
駅
の
開
設

な
ど
を
考
え
れ
ば
、
農
商
工
連
携

を
発
展
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
今
の
補
助
金
の

水
準
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
見

解
を
た
ず
ね
ま
す
。

　

ま
た
、
開
発
し
た
商
品
を
㈱
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
の
販
売
ル
ー
ト
に
乗
せ

る
こ
と
の
是
非
を
含
め
て
、
仕
入

れ
に
つ
い
て
の
地
元
業
者
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
見
解
を
た
ず
ね
ま

す
。
町
の
名
産
で
あ
る
「
越
の
梅
」

の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た

め
、
農
林
水
産
省
が
推
奨
し
て
い

る
Ｇ
Ｉ
（
地
理
的
表
示
保
証
制
度
）

に
登
録
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　

農
商
工
連
携
協
議
会
に
お

い
て
は
、
商
工
会
を
中
心
に
生
産

農
家
と
団
体
と
連
携
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
取
り
組
み

が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
来
、

中
心
と
な
る
の
は
、
生
産
者
で
あ

り
、
生
産
者
に
も
そ
う
い
う
視
点

で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
施
設
は
必
要
で
す

し
、
今
後
は
、
具
体
的
商
品
、
団

体
等
が
見
え
て
き
た
段
階
で
、
必

要
に
応
じ
て
加
工
施
設
を
含
め
た

支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
は
、
補
助
金
な
ど

で
最
大
限
の
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル

は
、
面
積
、
従
事
者
で
あ
り
、
越

の
梅
は
そ
の
域
に
達
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
生

産
者
と
も
議
論
し
、
ク
リ
ア
す
る

必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

㈱
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
の
商
品

の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
バ
イ

ヤ
ー
を
通
し
て
購
入
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
あ
る
一
定
の
量
で
安

定
し
た
需
要
が
な
い
と
取
り
引
き

に
な
ら
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、農
商
工
連
携
で
作
っ

た
商
品
も
好
評
な
ら
、
取
り
扱
っ

て
く
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

みながわ    ただし

皆川 忠志 議員

一　般　質　問ここが
　聞きたい

問

問

町
長

町
長

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
の
制
定
を

農
商
工
連
携
の
促
進
を

副
町
長

小規模企業者の支援のため「小規模企業振興基本条例」の早期制定を

町長：条例は、できるだけ早く制定していきます
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期
日　

平
成
29
年
８
月
17
日　

【
地
域
整
備
課
・
産
業
振
興
課
・
総

務
課
】

　

７
月
に
発
生
し
た
３
回
の
大
雨

に
よ
る
被
害
箇
所
の
現
地
調
査
お

よ
び
避
難
周
知
な
ど
の
警
戒
体
制

等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
７
月
29
日
に

発
生
し
た
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
対

し
、
全
議
員
で
構
成
す
る
調
査
特

別
委
員
会
が
ま
と
め
た
町
へ
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
中
間
調
査
を
し

ま
し
た
。

７
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
調
査

　

７
月
４
日
、
18
日
、
24
日
の
３

回
に
わ
た
り
発
生
し
た
豪
雨
に
よ

る
法
面
洗
掘
や
崩
壊
箇
所
な
ど
５

か
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

上
吉
田
の
新
田
堀
は
、
少
し
多

め
の
降
雨
の
た
び
に
排
水
不
良
に

よ
り
通
行
止
め
と
な
る
箇
所
で

す
。
今
後
、
道
路
を
高
く
す
る
な

ど
の
対
策
を
検
討
し
て
い
る
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
地
形
等

の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

川
船
河
北
の
茗
ヶ
谷
川
の
法
面

洗
掘
箇
所
を
調
査
し
た
後
、
羽
生

田
３
区
の
羽
生
田
川
の
護
岸
破
損

箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。
大
変
危

険
な
状
況
で
あ
り
、
早
急
に
対
応

す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
３
か
所
は
、
９
月
議
会

の
補
正
予
算
で
提
案
し
、
工
事
を

進
め
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
羽
生
田
の
今
滝
冬
鳥
越

林
道
の
法
面
崩
壊
箇
所
を
調
査
し

ま
し
た
。
今
後
、
対
応
策
を
検
討

す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
調
査
後
、
今
回
の
大
雨
に

よ
る
警
戒
体
制
等
の
説
明
が
あ

り
、
７
月
４
日
の
「
避
難
準
備
情

報
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
の
発

令
に
伴
う
発
令
時
間
、
区
長
へ
の

連
絡
、
町
民
へ
の
周
知
方
法
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
区
長
へ

の
連
絡
後
は
、
自
主
防
災
組
織
の

連
絡
網
を
通
じ
て
の
連
絡
体
制
で

周
知
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
自
主
防
災
組
織
は
そ
の
よ

う
な
体
制
と
な
っ
て
い
る
の
か
と

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
令
が
「
土
砂
災
害
前

ぶ
れ
注
意
情
報
」
の
発
表
か
ら
２

時
間
20
分
後
に
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
、
夜
中
で
あ
っ
た
た
め
避
難

に
混
乱
が
生
じ
、
危
険
で
あ
る
と

の
判
断
に
よ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

の
場
合
は
、
時
間
に
関
わ
り
な
く

発
令
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
避
難
勧
告
等
の
判
断
、

伝
達
は
、
町
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
決
定
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
７
月
29
日
の
新
潟
・
福

島
豪
雨
対
応
の
中
間
報
告

　

今
回
は
、
中
間
調
査
で
あ
り
、

茗
ヶ
谷
川
の
調
整
池
、
田
ん
ぼ
ダ

ム
の
検
討
経
過
や
大
正
川
の
嵩
上

げ
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

が
、
途
中
報
告
で
あ
り
、
整
理
が

で
き
て
い
な
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
、
所
管
事
務
調
査
を
含
め

た
総
務
産
経
常
任
委
員
会
の
場
で

扱
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

委
員
長　

皆
川　

忠
志　

所管事務調査報告

総
務
産
経
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
所
管
事
務
調
査

▲危険な状況の羽生田川の護岸破損 ▲豪雨時にたびたび冠水する新田堀
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期
日　

平
成
29
年
７
月
25
日　

【
保
健
福
祉
課
】

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
懇
談
会

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
と
機

能・
会
費
負
担
の
意
義
と
あ
り
方

・
28
年
度
予
算
、
決
算

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
方
向
性

・
町
議
会
へ
の
要
望

な
ど
委
員
会
と
し
て
11
項
目
の
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

回
答
で
は
、「
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
社
会
福
祉
を
目
的
と

す
る
事
業
を
経
営
す
る
も
の
、
社

会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者

が
参
加
す
る
等
々
」
規
定
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

社
協
が
各
家
庭
に
お
願
い
す
る

会
費
負
担
金
６
０
０
円
（
あ
く
ま

で
目
安
）
と
「
歳
末
助
け
合
い
募

金
運
動
」
の
２
種
類
だ
け
と
の
こ

と
で
す
。

　

社
協
の
職
員
数
は
サ
ポ
ー
ト
要

員
併
せ
て
52
人
で
す
。

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
で

は
、
平
成
10
年
に
始
ま
り
28
年
度

は
16
地
区
、
参
加
者
延
べ
数
は

２
２
０
７
人
、
１
地
区
に
一
律

１
万
円
の
補
助
金
が
出
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て

　
　

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
小

学
校
教
員
に
と
っ
て
授
業
時
間
が

増
え
る
が
、
そ
の
調
整
と
対
応
に

つ
い
て
。

　
　

あ
ら
た
に
小
学
校
は
、
３
、４

年
生
に
週
１
時
間
、
５
、６
年
生
は

２
時
間
に
外
国
語
活
動
が
増
え
、

外
国
語
活
動
が
「
外
国
語
授
業
」

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
に
住
む
方
で
英
語
教

育
に
関
心
が
あ
る
人
に
支
援
を
お

願
い
す
る
こ
と
な
ど
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
大
学
連
携
な
ど
、
英
語
の
指
導

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
教
員
の
多
忙
解
消

の
試
み
と
し
て
、
中
学
２
年
生

１
０
０
人
位
の
職
場
体
験
の
事
業

所
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
全
て
段
取
り
を
す
る

な
ど
、
教
員
に
と
っ
て
の
業
務
負

担
が
減
り
ま
し
た
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

な
ど
は

　

４
月
か
ら
始
め
た
取
り
組
み
で

１
人
体
制
で
す
。
各
学
校
の
実
状

や
要
望
、
学
校
運
営
協
議
会
の
話

し
合
い
に
参
加
し
、
役
割
や
業
務

内
容
の
優
先
順
位
な
ど
決
め
る
な

ど
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
　

田
上
の
子
は
田
上
で
育
て

る
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
。

　
　

現
実
は
田
上
で
育
て
る
こ
と

が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
中
学
進
学
の
状
況
が
過

去
と
違
い
学
区
に
と
ら
わ
れ
な
い

こ
と
や
、
燕
中
等
教
育
学
校
や
、

私
立
の
学
校
な
ど
に
進
学
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
田
上
で
の
良

い
思
い
出
や
魅
力
作
り
な
ど
、
12

か
年
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

し
、「
オ
ー
ル
田
上
の
財
」
を
総
動

員
し
て
子
供
を
育
て
進
め
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

委
員
長　

松
原　

良
彦

所管事務調査報告

社
会
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
所
管
事
務
調
査

▲所管事務調査の様子

▲社会福祉協議会との懇談会

問

問

答

答
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７
月
臨
時
会

期
日　

平
成
29
年
７
月
25
日

場
所　

加
茂
市
役
所

　　

議
会
構
成
が
変
わ
り
、
議
案
は

人
事
案
件
お
よ
び
専
決
処
分
で
し

た
。

　

議
長
に
は
滝
沢
茂
秋
市
議
、
副

議
長
に
は
川
﨑
昭
夫
町
議
、
監
査

委
員
に
は
浅
野
一
志
町
議
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
署
会
議
室
の
冷
房

装
置
が
故
障
し
た
と
の
こ
と
で
、

修
繕
に
６
５
０
万
円
の
補
正
予
算

が
組
ま
れ
た
も
の
で
、
全
会
一
致

で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　

組
合
議
員　

川
﨑　

昭
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

一
義

　
　
　
　
　
　
　
　

池
井　
　

豊

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

一
志

第
２
回
定
例
会

期
日　

平
成
29
年
７
月
24
日

場
所　

企
業
団
事
務
所

　

当
町
お
よ
び
加
茂
市
で
企
業
団

議
員
の
交
代
が
あ
っ
た
た
め
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
茂
岡
明
与
司

市
議
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
４
件
で
、

議
会
選
出
の
監
査
役
に
は
皆
川
忠

志
町
議
が
、
識
見
を
有
す
る
監
査

役
に
は
三
条
市
監
査
委
員
の
大
久

保
秀
男
氏
が
全
会
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
28
年
度
利
益
剰
余
金

は
、
資
本
的
収
支
の
不
足
額
に

充
当
さ
れ
ま
し
た
。
28
年
度
水

道
用
水
供
給
事
業
会
計
決
算
の

認
定
は
、
収
益
的
収
支
の
収
入
額

12
億
８
７
０
７
万
６
４
１
８
円
、
支

出
額
８
億
８
８
２
１
万
６
２
６
９

円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
額

10
億
８
５
０
７
万
円
、
支
出
額

16
億
９
９
８
７
万
５
０
３
２
円
と

な
り
、
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　
　

企
業
団
議
員　
　

井　

幸
代

　
　
　
　
　
　
　
　

皆
川　

忠
志

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
取　

正
人

第
２
回
臨
時
会
議

期
日　

平
成
29
年
７
月
18
日

場
所　

三
条
市
役
所

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

選
任
が
行
わ
れ
、
監
査
委
員
に
、

南
蒲（
田
上
町
）の
小
嶋
謙
一
議
員
、

西
蒲
（
新
潟
市
）
の
金
子
孝
議
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　

組
合
議
員　

小
嶋　

謙
一

第
２
回
臨
時
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　

平
成
29
年
７
月
13
日

場
所　

見
附
市
ま
ご
こ
ろ
学
園

　

29
年
度
補
正
予
算
は
ま
ご
こ
ろ

学
園
新
築
工
事
費
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
工
事
関
連
で
の
人
件
費

の
上
昇
に
よ
り
３
７
０
２
万
８
千

円
を
追
加
し
、
地
方
債
の
起
債

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

11
億
３
４
９
０
万
３
千
円
に
追
加

補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ご
こ
ろ
学
園
新
築
工
事
は

６
億
３
３
９
６
万
円
の
契
約
金
額

で
、
長
岡
市
の
大
石
組
が
制
限
付

一
般
競
争
入
札
で
決
ま
り
、
工
事

請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
２
件
を
原
案
可
決
し
ま
し

た
。

　
　
　

組
合
議
員　

笹
川　

修
一

８
月
定
例
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　

平
成
29
年
８
月
31
日

場
所　

新
潟
県
自
治
会
館

　

28

年

度

一

般

会

計

歳

入

10
億
８
０
３
万
８
千
円
、
歳
出

９
億
５
９
７
３
万
８
千
円
で
、
差

引
４
８
３
０
万
円
で
、
29
年
度
に

繰
り
越
し
て
共
通
経
費
負
担
金
の

減
額
や
、
国
庫
補
助
の
返
還
な
ど

を
精
算
し
ま
す
。

　

28

年

度

特

別

会

計

歳

入

２
６
４
３
億
３
４
１
８
万
３
千
円
、

歳
出
２
５
９
５
億
５
９
０
万
９
千

円
で
、
差
引
48
億
２
８
２
７
万
４
千

円
で
、
負
担
金
を
精
算
し
て
29
年

一部事務組合報告

加
茂
市
・
田
上
町

　
　
　
消
防
衛
生
保
育
組
合

三
条
・
燕
・
西
蒲
・
南
蒲
広
域

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合

新
潟
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
医
療
広
域
連
合

新
潟
県
中
越
福
祉
事
務
組
合

三
条
地
域
水
道
用
水
供
給

　
　
　
　
　
　
企
業
団
議
会
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度
へ
繰
り
越
し
と
な
り
ま
す
。

　

29
年
度
広
域
連
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、

１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
28
年
度

の
国
庫
補
助
金
事
業
の
実
績
に
基

づ
く
、
精
算
に
係
る
経
費
な
ど
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

29
年
度
広
域
連
合
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、

47
億
７
２
５
４
万
４
千
円
を
追
加

し
28
年
度
保
険
給
付
費
等
の
実
績

に
基
づ
く
、
各
種
負
担
金
等
の
精

算
に
係
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の

で
す
。

　

４
議
案
は
採
決
の
結
果
い
ず
れ

も
原
案
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
の
選
任
つ
い
て
追
加

提
案
が
出
さ
れ
、
三
条
市
の
笹
川

信
子
氏
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

広
域
連
合
議
員　

松
原　

良
彦

期
日　

平
成
29
年
８
月
29
日

「（
仮
）
道
の
駅
た
が
み
」
直
売
所

の
運
営
方
針
に
つ
い
て

　

本
田
上
工
業
団
地
に
商
業
系
企

業
㈱
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
（
プ
ラ
ン
ト
）

よ
り
申
し
込
み
が
あ
り
、
道
の
駅

直
売
所
と
品
揃
え
が
同
じ
に
な
る

た
め
、
直
売
所
の
方
針
転
換
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
の
運
営
、

経
営
手
法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

「（
仮
）
道
の
駅
た
が
み
」
等
の
名

称
に
つ
い
て

　

仮
称
と
付
い
て
い
る
施
設
の
名

称
に
つ
い
て
、
今
後
の
事
務
手
続

き
に
不
都
合
が
生
じ
る
た
め
、
施

設
名
称
を
確
定
し
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

30
年
度
以
降
、
各
施
設
に
つ
い

て
「
愛
称
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　

委
員
長　

小
池　

真
一
郎

期
日　

平
成
29
年
７
月
11
日

本
田
上
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て

　

工
業
系
だ
け
で
は
誘
致
の
見
通

し
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
６
月

30
日
ま
で
に
、
土
地
購
入
や
事
業

用
定
期
借
地
権
で
の
借
地
等
の
条

件
で
、幅
広
い
業
種
の
募
集
を
行
っ

て
い
た
が
、
福
井
県
に
所
在
す
る

㈱
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
（
プ
ラ
ン
ト
）
１

社
か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

申
し
込
み
の
概
要
は
、
業
種
は

小
売
業
（
生
活
必
需
品
の
総
合

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
）、
県
内
で
は
４
店
舗

で
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。
町
で

の
出
店
計
画
は
、
操
業
予
定
は
32

年
頃
、
百
貨
小
売
・
燃
料
・
酒

類
・
医
薬
品
の
販
売
、
薬
局
・
不

動
産
賃
貸
業
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
経
営
を
予
定
、
賃
貸
借
面
積

は
３
万
２
０
０
０
㎡
、
年
数
は
30

年
、
雇
用
計
画
は
正
社
員
、
パ
ー

ト
併
せ
て
１
２
０
人
か
ら
１
３
０

人
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
説
明
で

し
た
。

　

規
模
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
近
隣

の
商
業
施
設
で
は
ど
の
よ
う
な

所
に
な
る
の
か
と
の
質
問
で
は
、

加
茂
市
の
に
い
つ
フ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
、
コ
メ
リ
を
合
わ
せ
た
規
模

く
ら
い
で
は
な
い
か
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
商
工
会
か
ら
の
要

望
を
踏
ま
え
進
出
企
業
と
の
協
議

調
整
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
残
り

の
土
地
（
約
２
万
８
７
０
０
㎡
）

の
活
用
も
検
討
し
、
さ
ら
に
公
募

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

期
日　

平
成
29
年
８
月
４
日

７
月
の
豪
雨
災
害
被
害
の
現
状
報

告
　

４
日
の
１
時
間
あ
た
り
最
高
雨

量
は
１
時
か
ら
２
時
で
19
㎜
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を
開

設
（
２
世
帯
５
人
が
利
用
）、
土
砂

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

「
避
難
準
備
情
報
・
高
齢
者
等
避
難

準
備
開
始
」
を
山
手
15
地
区
に
発

令
、
道
路
冠
水
の
た
め
１
か
所
を

一部事務組合報告・全員協議会

全
員
協
議
会

第
13
回(

仮)

地
域
交
流
会
館
等

建
設
調
査
特
別
委
員
会
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通
行
止
め
と
し
ま
し
た
。

　

18
日
の
１
時
間
あ
た
り
最
高
雨

量
は
８
時
か
ら
９
時
で
36
㎜
、
建

物
の
床
下
浸
水
25
棟
、
道
路
冠
水

に
よ
る
通
行
止
め
６
か
所
、
路
面

の
流
出
等
14
か
所
、
河
川
の
排
水

不
良
等
10
か
所
、
応
急
作
業
に
よ

る
路
面
清
掃
等
８
か
所
、
林
道
等

の
路
肩
流
出
等
11
か
所
の
被
害
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
の
１
時
間
あ
た
り
最
高
雨

量
は
５
時
か
ら
６
時
で
24
㎜
、
路

面
の
流
出
等
４
か
所
、
河
川
の
排

水
不
良
等
７
か
所
、
法
面
崩
壊
等

３
か
所
の
応
急
作
業
、
林
道
等
の

路
面
流
出
３
か
所
の
被
害
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
の
中
で
は
、
４
日
の
２
時

50
分
に
「
土
砂
災
害
前
ぶ
れ
注
意

情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
が
、
国
県

と
の
ル
ー
ル
で
は
、
前
ぶ
れ
注
意

情
報
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、「
避
難

準
備
情
報
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

を
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、「
総
合
的
に
判
断
」

し
避
難
所
を
開
設
す
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

期
日　

平
成
29
年
８
月
29
日

７
月
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る
被
害

状
況
の
報
告

　

７
月
18
日
の
被
害
に
つ
い

て

は
、

道

路

関

係

14

か

所

６
２
３
万
２
千
円
、
河
川
・
水
路

関
係
10
か
所
２
９
６
万
９
千
円
、

応
急
作
業
８
か
所
２
０
３
万
２
千

円
、

林

道

等

関

係

７

か

所

３
０
３
万
円
を
専
決
処
分
と
し

た
こ
と
、
復
旧
工
事
１
か
所

７
８
２
万
円
を
今
後
補
正
し
た
い

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
の
被
害
で
は
、
道

路
関
係
４
か
所
１
２
９
万
７
千

円
、
河
川
・
水
路
関
係
７
か
所

２
２
８
万
円
、
応
急
作
業
３
か

所
86
万
２
千
円
、
林
道
等
関
係

２
か
所
60
万
円
を
専
決
処
分
と

し
、
復
旧
工
事
で
河
川
等
３
か
所

９
９
４
万
８
千
円
、
林
道
関
係
で

１
か
所
１
２
９
万
６
千
円
を
今
後

補
正
し
、
林
道
今
滝
冬
鳥
越
線
が

路
肩
崩
壊
、
法
面
等
流
出
が
あ
る

こ
と
か
ら
今
後
工
法
等
検
討
し
復

旧
し
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
質
疑
で
は
新
田
堀
は
、
毎
回

道
路
冠
水
や
建
物
へ
の
浸
水
被
害

が
あ
り
、
恒
久
的
な
抜
本
対
策
が

早
期
に
必
要
と
の
議
論
が
あ
り
ま

し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

　

田
上
小
学
校
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト

等
の
特
定
調
査
が
実
施
さ
れ
、
給

食
棟
の
Ｆ
Ｆ
暖
房
機
の
排
気
用
の

煙
突
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
現
在
、
飛
散
防
止

の
た
め
煙
突
に
蓋
を
し
て
対
策
を

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
今

後
は
他
の
学
校
に
つ
い
て
も
調
査

を
行
う
ほ
か
、
封
じ
込
め
る
か
解

体
す
る
か
等
の
対
応
を
検
討
す
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

議
長　

熊
倉　

正
治

全員協議会・（仮）地域交流会館等建設調査特別委員会

田上町議会フェイスブックのご案内
町民の皆さんにわかりやすい議会をめざして、町政・町議会の情報を迅速に

発信していきます。町のホームページからも閲覧できるようになりました。

ぜひ、アクセスしてください。ＱＲコードからでもアドレスを取得できます。

http://www.facebook.com/tagamimachigikai 

議会会議録をホームページに掲載します
本会議および委員会会議録をホームページに公開しています。

各定例会の約３か月後に公開となりますのでご了承願います。

議会を傍聴してみませんか

次の定例会は12 月7日（木）
からの予定です。

請願は11 月30 日（木）までに

提出されたものを

12 月定例会で審議します。

「議会だより」の表紙写真大募集!
「議会だより」の表紙写真を大募集しています。
どしどしご応募ください！

＜応募方法等＞　氏名、住所、年齢、連絡先、写真のタイ

トル、写真の撮影時期を明記し、郵送もしくはメールに

てご応募ください。なお、ご応募いただいた写真やデー

タは返却いたしませんので、ご了承願います。

＜問い合わせ先＞　田上町役場議会事務局

〒959-1503 田上町大字原ヶ崎新田3070 番地

TEL:0256-57-6300　E-mail:t3001@town.tagami.lg.jp
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インタビュー～この人にお聞きしました～ No.9

今
回
は
、
加
茂
警
察
署
田
上
交
番
の
角

田
貴
志
所
長
に
警
察
業
務
の
現
状
に
つ

い
て
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
警
察
業

務
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
３
月
末
に
加
茂
警
察
署
田

上
交
番
所
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

前
任
地
は
上
越
警
察
署
で
、
加
茂
警
察

署
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

田
上
交
番
の
勤
務
員
は
所
長
以
下
５

人
で
、
加
茂
警
察
署
の
各
課
と
連
携
し

な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

交
番
で
の
主
な
業
務
内
容
は
、

・
犯
罪
抑
止
、
交
通
事
故
防
止
を
目
的

と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

・
事
件
、
事
故
発
生
時
の
初
動
活
動

・
困
り
ご
と
相
談
や
要
望
へ
の
対
応

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特

に
、
田
上
交
番
で
は
犯
罪
の
被
害
や
悲

惨
な
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
広
報
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

田
上
町
の
安
全
、
安
心
の
た
め
勤
務

員
一
丸
と
な
っ
て
各
種
業
務
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
新
潟
県
内
の
各
地
で
特

殊
詐
欺
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
年
中
、
田
上
町
で
は
特
殊
詐
欺
被
害

の
認
知
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
息
子
や
孫

を
騙
る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
」
や
「
未

払
い
の
料
金
が
あ
る
と
申
し
立
て
、
お

金
を
請
求
す
る
は
が
き
や
メ
ー
ル
が
届

い
た
」
と
い
っ
た
特
殊
詐
欺
の
前
兆
と

認
め
ら
れ
る
相
談
は
多
数
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、

・
不
審
な
電
話
や
は
が
き
等
は
詐
欺
を

疑
い
、
相
手
に
し
な
い

・
一
人
で
判
断
せ
ず
周
囲
に
相
談
す
る

こ
と
を
心
掛
け
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

編

集

後

記

委
員
長　
　

笹
川　

修
一

副
委
員
長　

浅
野　

一
志

委　
　

員　

松
原　

良
彦

委　
　

員　
　

井　

幸
代

委　
　

員　

皆
川　

忠
志

委　
　

員　

小
嶋　

謙
一

委　
　

員　

髙
取　

正
人

田
上
交
番
の
業
務
内
容
は

交
番
か
ら
の
お
願
い

▲ 角田貴志所長
つのだ たかし

▲ 田上交番

　

９
月
定
例
会
は
９
月
７
日

か
ら
21
日
ま
で
の
15
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今

定
例
会
は
28
年
度
決
算
の
認

定
も
あ
り
、
決
算
特
別
委
員

会
で
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
中
に
は
、
台
風
18
号

が
上
陸
し
、
各
地
に
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
新
潟
県

に
は
夜
半
か
ら
早
朝
に
か
け

て
通
過
し
、
大
風
に
よ
る
家

屋
へ
の
被
害
、
梨
な
ど
の
果

実
の
落
下
、
稲
の
倒
伏
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
大
雨
に
よ
る
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近

年
、
台
風
の
大
型
化
、
発
生

数
の
増
加
等
で
ま
す
ま
す
災

害
へ
の
備
え
が
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
議
会
と
し

て
も
災
害
対
応
に
対
し
て
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
記 

髙
取
）　


